
第72号

第23号

第6号

第2号

創刊号

介護福祉士 梅田　武也　 中野　準哉　 溝手　杏子
渡邉　淑子

認知症ケア専門士 木峰　美穂　 古田　広子

准 看 護 師 田中壮一郎

看  護  師 大田美穂子　 原田　美和　 宮本　紫織
森田美也子

四
月
に
な
り
、
病
院
前
の
桜
の
花
も

美
し
い
ピ
ン
ク
色
に
染
ま
り
、
み
な
さ

ん
の
新
し
い
一
歩
を
お
祝
い
し
て
い

ま
す
ね
。

今
年
は
平
成
と
い
う
時
代
が
終
わ

り
、
令
和
と
い
う
新
し
い
時
代
が
始
ま

り
ま
し
た
。
振
り
返
れ
ば
、
色
々
な
出

来
事
が
あ
り
ま
し
た
ね
。
み
な
さ
ん
に

と
っ
て
平
成
と
は
ど
ん
な
時
代
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
？ 

一
つ
の
時
代
が

終
わ
る
と
い
う
の
は
少
し
寂
し
さ
も

感
じ
ま
す
が
、
目
標
を
新
た
に
新
し
い

時
代
の
は
じ
ま
り
を
楽
し
み
に
し
た

い
も
の
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　（
Ｈ
）

お
か
げ
さ
ま
で

Ｃ
＆
Ｃ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
第100号

C&C の 歴史
1993年 春
創刊号

1994年 秋
第６号
1999年 6月
第22号
1999年 8月
第23号
2012年 4月
第72号
2018年 4月
第96号

B4版の1色刷り
全8ページの季刊誌と
してスタート
文字の色が黒から濃紺に
マイナーモデルチェンジ
病院20周年記念号全48
ページの冊子版
A4版 2色刷りにフルモ
デルチェンジ
ロゴマーク変更

表紙カラー刷りに変更

今年は15名の
新しい仲間が就職しました

第一展示
コーナー

第二展示
コーナー

4月下旬　5月上旬　敏子さま 作品展
4月下旬　6月上旬　お散歩カメラ展  ―イタリア編―
　　　　　　　  　　 　　　　撮影・岡田 文博
6月中旬　7月下旬　笑顔の配達人 中原 晶大
　　　　　　　   　～癒やしと優しさの絵画展～
4月下旬　5月下旬　五日市高等学校 美術部・書道部 作品展
6月中旬　7月下旬　笑顔の配達人 中原 晶大
　　　　　　　   　～癒やしと優しさの絵画展～

4月　 7月2019年

詳細は　　　TEL 082-923-8333（担当・中田）

● ギャラリー使用料 無料

● 作品展示・撤去 原則使用者負担

● マスコミへの情報提供、チラシ制作費（上限有） 当方負担

病院内の美術ギャラリーで患者さまや地域の皆さまに喜んでい
ただける美術作品展の事業をすすめております。
「自分の描いた作品や写真などを患者さまのために…」と思われ
る方は美術ボランティア作家として、この企画に参加ください。

※シリーズ「看取りについて  第4回」は次号に掲載いたします。

ギャラリーで作品展をしてみませんかギャラリーで作品展をしてみませんか

働きながら勉強し、見事に資格を取った職員の方々です。
おめでとうございます。

祝！ 合格祝！ 合格
編
　集
　後
　記

　令和元年（2019年）5月100

100

〒731-5142 広島市佐伯区坪井三丁目818-1
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平
成
三
十
一
年
二
月
十
五
日
、
ベ
ト

ナ
ム
人
の
技
能
実
習
生
二
名
が
当
院
へ

介
護
職
と
し
て
入
職
い
た
し
ま
し
た
。

外
国
人
技
能
実
習
制
度
は
、
一
九
六

〇
年
代
後
半
頃
か
ら
海
外
の
現
地
法
人

な
ど
の
社
員
教
育
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た

研
修
制
度
が
評
価
さ
れ
、
こ
れ
を
原
型
と

し
て
一
九
九
三
年
に
制
度
化
さ
れ
た
も
の

で
す
。
ま
た
新
た
に
二
〇
一
七
年
十
一

月
よ
り
、
対
象
職
種
に
介
護
職
が
追
加

さ
れ
ま
し
た
。

技
能
実
習
制
度
の
目
的
・
趣
旨
は
、
日

本
で
培
わ
れ
た
技
能
・
技
術
・
知
識
を
、

開
発
途
上
地
域
等
へ
移
転
を
図
り
、
そ
の
地

域
の
経
済
発
展
を
担
う
「
人
づ
く
り
」
に
寄

与
す
る
と
い
っ
た
、
国
際
協
力
の
推
進
で
す
。

現
在
日
本
で
働
く
、
ベ
ト
ナ
ム
人
労
働

者
の
数
は
二
九
一
、
四
九
四
人
（
二
〇

一
八
年
）
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
内
半
数
近

く
が
技
能
実
習
生
と
し
て
労
働
し
、
二
〇

一
六
年
に
は
中
国
を
抜
き
、
現
在
は
受
入

れ
人
数
の
最
も
多
い
国
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

　ベ
ト
ナ
ム
国
ミ
ニ
知
識

◦
人
口
は
九
六
、
三
五
六
、
七
四
四
人

（
二
〇
一
八
年
）
首
都
は
ハ
ノ
イ
で
す

が
、
人
口
は
ホ
ー
チ
ミ
ン
の
方
が
多
い
。

◦
平
均
年
齢
三
十
歳
と
若
年
人
口
が
多

く
、
ア
セ
ア
ン
諸
国
の
中
で
も
特
に
経

済
発
展
が
著
し
い
。

◦
国
民
性
は
、
勤
勉
で
真
面
目
、
協
調

性
が
あ
り
、
責
任
感
が
強
い
。

◦
手
工
業
の
発
展
に
よ
り
、
手
先
の
器
用

な
人
が
多
い
。

若
者
の
多
く
は
、
非
常
に
家
族
思
い
で

家
族
を
助
け
守
る
た
め
に
、
仕
事
を
す
る

の
だ
そ
う
で
す
。
日
本
に
行
く
た
め
に
日

本
語
の
ス
キ
ル
を
磨
き
続
け
る
忍
耐
力
が

あ
り
非
常
に
勉
強
熱
心
で
す
。

彼
女
た
ち
も
毎
日
八
時
間
の
日
本
語

学
習
を
経
て
、
日
本
語
能
力
試
験
Ｎ
４
に

合
格
し
入
国
出
来
ま
し
た
。
入
国
後
も

日
本
語
検
定
Ｎ
３
取
得
を
目
指
し
て
、
毎

日
仕
事
中
に
一
時
間
の
学
習
時
間
を
設

け
て
、
日
本
語
を
学
ん
で
い
ま
す
。
休
日

に
も
、
自
己
学
習
を
欠
か
さ
ず
行
っ
て
い

る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
テ
キ
ス
ト
で
学
ぶ
こ

と
よ
り
も
、
日
本
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
一
番
の
勉
強
に
な
っ
て
い
る
印
象
で
、

入
職
後
わ
ず
か
一
週
間
ほ
ど
で
明
ら
か
に

日
本
語
が
上
達
し
て
お
り
、
吸
収
力
の
速

さ
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

片
言
で
も
丁
寧
な
日
本
語
で
、
懸
命

に
意
思
を
伝
え
よ
う
と
す
る
姿
や
、
い
つ

も
笑
顔
で
真
面
目
に
仕
事
に
取
組
む
姿

勢
に
、
私
を
含
め
多
く
の
職
員
が
良
い
刺

激
を
与
え
て
も
ら
え
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

遠
く
離
れ
た
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
、
日
本
を

選
び
、
日
本
の
中
で
広
島
を
、
広
島
の
中

で
ナ
カ
ム
ラ
病
院
を
選
ん
で
来
て
く
れ
た

こ
と
に
深
い
ご
縁
（
運
命
）
を
感
じ
ず
に

は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
出
逢
い
に
感
謝
し

今
後
も
好
循
環
の
サ
イ
ク
ル
が
続
い
て
い

く
こ
と
を
切
に
願
い
ま
す
。

生
活
指
導
員

　中
村

　智
子

　

患者さんの気持ちを考え適切なケア
や寄り添いを大切にしていくことが
できる職員を目指します。

B1病棟 准看護師  竹林　詩織

どんな時も思いやりの心を忘れず行
動できる職員を目指します。

B2病棟 准看護師  竹原　愛実

笑顔で業務に取り組み、今日も元気
だねとほほえんでもらえるよう励み
ます。

B3病棟 介護福祉士  沖野江位子

明るいあいさつを心がけ、患者さま
に寄り添い過ごしやすい場所づくり
ができる職員を目指します。まずは
周りをよく見て行動し、学びます。

B5病棟 介護職  伊藤紗友実

患者さま、ご家族の思いに寄り添い、
誠実で丁寧な援助をいつでも行うこ
とができる職員を目指します。

B7病棟 准看護師  福島彩由美

少しでも早く仕事を覚え、職場の一
員として貢献できるようになりたい
です。

事務部  甲野　佳菜

患者さんに触れる手はいつも優しく。

B2病棟 看護師  玉本　真弓

患者さまと真剣に向き合い、心に寄
り添える職員を目指します。

リハビリテーション科 理学療法士
馬場　幸太

高齢者の尊厳を守り、個人のケアを
理解した上でケアを提供できる人に
なりたいと思っています。

B3病棟 看護師  丁子原美彩

患者さまやご家族の気持ちに寄り添
う事ができ、少しの変化にも気付くこ
とができる職員を目指したいです。

B5病棟 准看護師  日髙希代子

一人一人に寄り添い、一人の意見を
鵜呑みにせず、一人の人間として尊
重した関わりが出来るような職員を
目指したい。

B6病棟 看護師  河本　眞吾

さまざまな方に思いやりのある行動
ができる看護師を目指します。

A3病棟 看護師  川越　　幸

利用者さまに親身に温かく寄り添い
ます。

まいえ2 介護福祉士  田口　智子

いつも明るくにこやかな職員を目指
します。患者さま、ご家族にも信頼し
て受け入れていただけるよう努力し
ます。

事務部  藤田　祐子

名前を教えて下さい
ハー・ヒィエン・チヤンです
病棟は
B7病棟
職種は
介護職
年齢は
20歳
趣味は何ですか
料理と旅行
自分の性格を一言で言うと
親切な人
チャームポイント
いつも笑顔
尊敬する人
母
日本の印象
とても静か。どの食べ物も少し甘
みがある
日本に来て一番驚いたこと
便利な交通手段（電車とバスで
通勤）

日本で行ってみたいところ
富士山に登りたい。有名な所へ
行ってみたい
休日の過ごし方
お買い物
好きな食べ物
ベトナム料理（特にフォー）
苦手な食べ物
甘すぎるもの
ベトナムでお勧めの観光地
ハノイ・ダーナン・ダラット・フェ
今一番欲しいもの
母に新しい家をあげたい
ナカムラ病院の印象
ナカムラ病院は大きくてきれ
い。誰もが親切で熱心
これからの目標
N2に合格すること

名前を教えて下さい
ゴ・ティ・キム・ハンです
病棟は
B5病棟
職種は
介護職
年齢は
20歳
趣味は何ですか
旅行
自分の性格を一言で言うと
活発な人
チャームポイント
いつも笑顔
尊敬する人
両親
日本の印象
誰もが親切。どの食べ物も少し
甘みがある
日本に来て一番驚いたこと
新鮮な空気（ベトナムはバイク
が多く排気ガス汚染がある）

日本で行ってみたいところ
有名な所
休日の過ごし方
お買い物
好きな食べ物
甘いもの。焼き物
苦手な食べ物
辛いもの
ベトナムでお勧めの観光地
ハノイ・ホーチミン・ダーナン・
クアンニン
今一番欲しいもの
母に新しいマッサージ機をあげ
たい
ナカムラ病院の印象
ナカムラ病院はとても大きくて
きれい。みんな誰もが優しい
これからの目標
日本語能力検定N2に合格する
こと

外
国
人
技
能
実
習
制
度
に
つ
い
て

外
国
人
技
能
実
習
制
度
に
つ
い
て

技能実習生の2人にインタビュー

新入職員に聞きました

どんな職員を
　　   目指しますか？

100 100

3 2

　令和元年（2019年）5月 　令和元年（2019年）5月　◇第100号◇　　◇第100号◇　



平
成
三
十
一
年
二
月
十
五
日
、
ベ
ト

ナ
ム
人
の
技
能
実
習
生
二
名
が
当
院
へ

介
護
職
と
し
て
入
職
い
た
し
ま
し
た
。

外
国
人
技
能
実
習
制
度
は
、
一
九
六

〇
年
代
後
半
頃
か
ら
海
外
の
現
地
法
人

な
ど
の
社
員
教
育
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た

研
修
制
度
が
評
価
さ
れ
、
こ
れ
を
原
型
と

し
て
一
九
九
三
年
に
制
度
化
さ
れ
た
も
の

で
す
。
ま
た
新
た
に
二
〇
一
七
年
十
一

月
よ
り
、
対
象
職
種
に
介
護
職
が
追
加

さ
れ
ま
し
た
。

技
能
実
習
制
度
の
目
的
・
趣
旨
は
、
日

本
で
培
わ
れ
た
技
能
・
技
術
・
知
識
を
、

開
発
途
上
地
域
等
へ
移
転
を
図
り
、
そ
の
地

域
の
経
済
発
展
を
担
う
「
人
づ
く
り
」
に
寄

与
す
る
と
い
っ
た
、
国
際
協
力
の
推
進
で
す
。

現
在
日
本
で
働
く
、
ベ
ト
ナ
ム
人
労
働

者
の
数
は
二
九
一
、
四
九
四
人
（
二
〇

一
八
年
）
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
内
半
数
近

く
が
技
能
実
習
生
と
し
て
労
働
し
、
二
〇

一
六
年
に
は
中
国
を
抜
き
、
現
在
は
受
入

れ
人
数
の
最
も
多
い
国
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

　ベ
ト
ナ
ム
国
ミ
ニ
知
識

◦
人
口
は
九
六
、
三
五
六
、
七
四
四
人

（
二
〇
一
八
年
）
首
都
は
ハ
ノ
イ
で
す

が
、
人
口
は
ホ
ー
チ
ミ
ン
の
方
が
多
い
。

◦
平
均
年
齢
三
十
歳
と
若
年
人
口
が
多

く
、
ア
セ
ア
ン
諸
国
の
中
で
も
特
に
経

済
発
展
が
著
し
い
。

◦
国
民
性
は
、
勤
勉
で
真
面
目
、
協
調

性
が
あ
り
、
責
任
感
が
強
い
。

◦
手
工
業
の
発
展
に
よ
り
、
手
先
の
器
用

な
人
が
多
い
。

若
者
の
多
く
は
、
非
常
に
家
族
思
い
で

家
族
を
助
け
守
る
た
め
に
、
仕
事
を
す
る

の
だ
そ
う
で
す
。
日
本
に
行
く
た
め
に
日

本
語
の
ス
キ
ル
を
磨
き
続
け
る
忍
耐
力
が

あ
り
非
常
に
勉
強
熱
心
で
す
。

彼
女
た
ち
も
毎
日
八
時
間
の
日
本
語

学
習
を
経
て
、
日
本
語
能
力
試
験
Ｎ
４
に

合
格
し
入
国
出
来
ま
し
た
。
入
国
後
も

日
本
語
検
定
Ｎ
３
取
得
を
目
指
し
て
、
毎

日
仕
事
中
に
一
時
間
の
学
習
時
間
を
設

け
て
、
日
本
語
を
学
ん
で
い
ま
す
。
休
日

に
も
、
自
己
学
習
を
欠
か
さ
ず
行
っ
て
い

る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
テ
キ
ス
ト
で
学
ぶ
こ

と
よ
り
も
、
日
本
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
一
番
の
勉
強
に
な
っ
て
い
る
印
象
で
、

入
職
後
わ
ず
か
一
週
間
ほ
ど
で
明
ら
か
に

日
本
語
が
上
達
し
て
お
り
、
吸
収
力
の
速

さ
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

片
言
で
も
丁
寧
な
日
本
語
で
、
懸
命

に
意
思
を
伝
え
よ
う
と
す
る
姿
や
、
い
つ

も
笑
顔
で
真
面
目
に
仕
事
に
取
組
む
姿

勢
に
、
私
を
含
め
多
く
の
職
員
が
良
い
刺

激
を
与
え
て
も
ら
え
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

遠
く
離
れ
た
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
、
日
本
を

選
び
、
日
本
の
中
で
広
島
を
、
広
島
の
中

で
ナ
カ
ム
ラ
病
院
を
選
ん
で
来
て
く
れ
た

こ
と
に
深
い
ご
縁
（
運
命
）
を
感
じ
ず
に

は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
出
逢
い
に
感
謝
し

今
後
も
好
循
環
の
サ
イ
ク
ル
が
続
い
て
い

く
こ
と
を
切
に
願
い
ま
す
。

生
活
指
導
員

　中
村

　智
子

　

患者さんの気持ちを考え適切なケア
や寄り添いを大切にしていくことが
できる職員を目指します。

B1病棟 准看護師  竹林　詩織

どんな時も思いやりの心を忘れず行
動できる職員を目指します。

B2病棟 准看護師  竹原　愛実

笑顔で業務に取り組み、今日も元気
だねとほほえんでもらえるよう励み
ます。

B3病棟 介護福祉士  沖野江位子

明るいあいさつを心がけ、患者さま
に寄り添い過ごしやすい場所づくり
ができる職員を目指します。まずは
周りをよく見て行動し、学びます。

B5病棟 介護職  伊藤紗友実

患者さま、ご家族の思いに寄り添い、
誠実で丁寧な援助をいつでも行うこ
とができる職員を目指します。

B7病棟 准看護師  福島彩由美

少しでも早く仕事を覚え、職場の一
員として貢献できるようになりたい
です。

事務部  甲野　佳菜

患者さんに触れる手はいつも優しく。

B2病棟 看護師  玉本　真弓

患者さまと真剣に向き合い、心に寄
り添える職員を目指します。

リハビリテーション科 理学療法士
馬場　幸太

高齢者の尊厳を守り、個人のケアを
理解した上でケアを提供できる人に
なりたいと思っています。

B3病棟 看護師  丁子原美彩

患者さまやご家族の気持ちに寄り添
う事ができ、少しの変化にも気付くこ
とができる職員を目指したいです。

B5病棟 准看護師  日髙希代子

一人一人に寄り添い、一人の意見を
鵜呑みにせず、一人の人間として尊
重した関わりが出来るような職員を
目指したい。

B6病棟 看護師  河本　眞吾

さまざまな方に思いやりのある行動
ができる看護師を目指します。

A3病棟 看護師  川越　　幸

利用者さまに親身に温かく寄り添い
ます。

まいえ2 介護福祉士  田口　智子

いつも明るくにこやかな職員を目指
します。患者さま、ご家族にも信頼し
て受け入れていただけるよう努力し
ます。

事務部  藤田　祐子

名前を教えて下さい
ハー・ヒィエン・チヤンです
病棟は
B7病棟
職種は
介護職
年齢は
20歳
趣味は何ですか
料理と旅行
自分の性格を一言で言うと
親切な人
チャームポイント
いつも笑顔
尊敬する人
母
日本の印象
とても静か。どの食べ物も少し甘
みがある
日本に来て一番驚いたこと
便利な交通手段（電車とバスで
通勤）

日本で行ってみたいところ
富士山に登りたい。有名な所へ
行ってみたい
休日の過ごし方
お買い物
好きな食べ物
ベトナム料理（特にフォー）
苦手な食べ物
甘すぎるもの
ベトナムでお勧めの観光地
ハノイ・ダーナン・ダラット・フェ
今一番欲しいもの
母に新しい家をあげたい
ナカムラ病院の印象
ナカムラ病院は大きくてきれ
い。誰もが親切で熱心
これからの目標
N2に合格すること

名前を教えて下さい
ゴ・ティ・キム・ハンです
病棟は
B5病棟
職種は
介護職
年齢は
20歳
趣味は何ですか
旅行
自分の性格を一言で言うと
活発な人
チャームポイント
いつも笑顔
尊敬する人
両親
日本の印象
誰もが親切。どの食べ物も少し
甘みがある
日本に来て一番驚いたこと
新鮮な空気（ベトナムはバイク
が多く排気ガス汚染がある）

日本で行ってみたいところ
有名な所
休日の過ごし方
お買い物
好きな食べ物
甘いもの。焼き物
苦手な食べ物
辛いもの
ベトナムでお勧めの観光地
ハノイ・ホーチミン・ダーナン・
クアンニン
今一番欲しいもの
母に新しいマッサージ機をあげ
たい
ナカムラ病院の印象
ナカムラ病院はとても大きくて
きれい。みんな誰もが優しい
これからの目標
日本語能力検定N2に合格する
こと

外
国
人
技
能
実
習
制
度
に
つ
い
て

外
国
人
技
能
実
習
制
度
に
つ
い
て

技能実習生の2人にインタビュー

新入職員に聞きました

どんな職員を
　　   目指しますか？

100 100
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三
月
二
十
三
日
に
「
チ
ー
ム
で
支
え

る
！ 

ナ
カ
ム
ラ
病
院
の
専
門
職
、
紹
介

し
ま
す
」
と
題
し
て
、
第
五
十
九
回
家
族

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
二
部
構

成
と
し
、
前
半
は
当
法
人
の
専
門
職
よ

り
お
話
し
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
後
半
は

少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
で
テ
ー
ブ
ル
を
囲

み
、
座
談
会
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

当
法
人
で
は
日
頃
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

専
門
性
を
持
っ
た
職
種
が
協
力
し
な
が

ら
、
患
者
さ
ま
の
ケ
ア
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
は
、
看
護
師
、
介
護
福
祉
士
、

理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、
言
語
聴

覚
士
、
歯
科
衛
生
士
、
相
談
員
（
社
会

福
祉
士
・
精
神
保
健
福
祉
士
）
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
職
種
に
つ
い
て
、
資
格
の
違
い
や

配
属
、
業
務
内
容
、
そ
し
て
日
頃
患
者
さ

ま
、
ご
家
族
と
接
す
る
中
で
意
識
し
て
い

る
こ
と
な
ど
を
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

「
ど
ん
な
資
格
を
持
っ
て
い
る
の
か
？
」

「
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
る
の
か
？
」「
制

服
の
色
の
違
い
は
？
」
な
ど
多
く
の
ご
質

問
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
当
院
で
働
く

専
門
職
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、
よ
り
不
安
の
無
い
生
活
を
ご
提
供
い

た
し
ま
す
。

後
半
の
座
談
会
で
は
ご
家
族
自
身
の
介

護
体
験
や
介
護
の
楽
し
さ
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

す
る
コ
ツ
な
ど
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
職
員
も
参
加
し
、
ご
家
族
と
し
て
の

お
気
持
ち
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

前
半
は
二
十
六
名
、
座
談
会
に
は
十

九
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、「
多
職

種
が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
分
か
っ
た
」

「
座
談
会
も
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き

た
」
と
の
感
想
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

家
族
会
は
毎
年
三
月
頃
に
開
催
し
て

お
り
、
ご
家
族
の
み
な
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い

た
ご
意
見
を
参
考
に
、
テ
ー
マ
を
考
え
て

い
ま
す
。
今
後
も
ご
希
望
に
沿
っ
た
内
容

を
企
画
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ナ
カ
ム
ラ
病
院 

地
域
連
携
セ
ン
タ
ー

　河
村

　康
平

　

「
い
つ
ま
で
も
健
康
で
若
々
し
く
い

た
い
」、
誰
も
が
願
う
こ
と
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
近
年
健
康
志
向
の
高
ま

り
と
と
も
に
、
特
に
ヨ
ガ
は
女
性
を
中

心
と
し
て
空
前
の
盛
り
上
が
り
を
み
せ

て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

認
知
症
カ
フ
ェ
　
サ
ロ
ン
・
ド
・
フ
ァ

ミ
ー
ユ
で
は
、
先
頃
三
月
十
五
日
に
、

ヨ
ガ
ス
タ
ジ
オ
一
〇
三
代
表
の
金
井
富

枝
先
生
を
お
迎
え
し
、
ヨ
ガ
の
体
験
会

を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

題
し
て
『
ヨ
ガ
で
ア
ン
チ
エ
イ
ジ

ン
グ
』

「
せ
っ
か
く
の
機
会
だ
か
ら
皆
さ
ん

に
本
格
的
な
ヨ
ガ
を
体
験
し
て
も
ら
い

た
い
」、
当
日
は
金
井
先
生
た
っ
て
の

ご
要
望
で
、
開
店
以
来
は
じ
め
て
当
院

大
ホ
ー
ル
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

ま
ず
は
手
拍
子
を
打
ち
な
が
ら
笑
い

声
を
あ
げ
る〝
笑
い
ヨ
ガ
〞、
そ
し
て
、

様
々
な
ヨ
ガ
の
体
験
に
入
っ
て
い
き
ま

し
た
。
当
日
ご
来
店
の
皆
さ
ま
、
最
初

は
戸
惑
っ
て
お
ら
れ
る
ご
様
子
で
し
た

ナ
カ
ム
ラ
病
院

　臨
床
心
理
室

　厚
井

　真
一

が
、
金
井
先
生

の
リ
ー
ド
に

よ
り
、
時
間
と

と
も
に
会
場

は
熱
気
に
包

ま
れ
て
い
き

ま
し
た
。

後
半
は
照

明
を
落
と
し

て
の
瞑
想
タ

イ
ム
。
皆
さ
ま

「
体
が
す
っ
き

り
し
た
」、「
ま

た
開
催
し
て

ほ
し
い
」
等
々

コ
メ
ン
ト
さ

れ
、
大
好
評
の
う
ち
に
お
開
き
と
な
り

ま
し
た
。

我
が
国
に
お
け
る
ヨ
ガ
人
口
は
、
一

説
に
は
男
女
比
お
よ
そ
一
対
九
、
圧
倒

的
に
女
性
が
多
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

当
日
来
店
さ
れ
た
男
性
の
皆
さ
ま
も
、

当
初
「
我
関
せ
ず
」
と
い
っ
た
趣
で
会

場
後
方
に
座
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、

金
井
先
生
の
リ
ー
ド
と
会
場
の
熱
気
に

後
押
し
さ
れ
た
の
か
、
次
第
に
中
へ
入

り
熱
心
に
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
っ
た
お
姿
が
と
て
も
印
象
的
で
し

た
。「
き
っ
か
け
ひ
と
つ
で
、
男
性
も
ヨ

ガ
に
夢
中
に
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
」、

そ
ん
な
感
想
を
も
っ
た
一
日
で
し
た
。

寒
い
時
期
も
過
ぎ
、
春
の
香
り
に
心

弾
ま
せ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
ま
い

え
で
は
、
毎
月
季
節
に
ち
な
ん
だ
行
事

や
バ
イ
キ
ン
グ
形
式
の
食
事
な
ど
開
催

し
て
お
り
、
そ
の
様
子
な
ど
を
Ｃ
＆
Ｃ

に
定
期
的
に
連
載
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
ま
い
え
の
名
づ
け
の
き
っ
か
け

に
も
な
っ
た
「
ま
い
（
前
）
え
ー
す
す

め
！
」
を
連
載
名
と
し
、
今
回
第
一
弾

を
お
送
り
し
ま
す
。

三
月
と
い
え
ば
「
ひ
な
祭
り
」
で
す

ね
。「
♪
灯
り
を
つ
け
ま
し
ょ
。
ぼ
ん

ぼ
り
に
〜
♪
」
わ
く
わ
く
し
な
が
ら
七

段
飾
り
を
利
用
者
さ
ま
と
一
緒
に
飾
り

付
け
、
ひ
な
祭
り
を
開
催
し
ま
し
た
。

ゲ
ー
ム
を
し
な
が
ら
昔
話
。「
娘
の
成

長
を
願
い
な
が
ら
、
ば
ら
寿
司
や
甘
酒
を

作
っ
て
お
祝
い
し
た
ね
〜
」
ひ
な
あ
ら
れ

と
甘
酒
で
は
な
い
け
れ
ど
、
お
菓
子
と

コ
ー
ヒ
ー
を
味
わ
い
な
が
ら
楽
し
い
ひ
と

時
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　介
護
老
人
保
健
施
設

　ま
い
え

看
護
部
長

　木
原
久
美
子

　

先日、堀ちえみさんが公表された舌癌は、突然症
状として現れます。明らかな原因は不明ですが、熱
い物、辛い物が嗜好であったり、歯並びの不正で舌
に長年歯があたっている等、いずれも粘膜への慢性
的刺激が関係していると考えられています。完全な
予防策はないため、早期発見が重要です。
報道では、口内炎との区別が難しいとされていま

したが、口内炎以外にも白板症、扁平苔癬という病
変等とも鑑別する必要があります。そのためには、
総合病院の口腔外科や耳鼻科で細胞採取を行い、
調べてもらわなければなりません。異常に気づいた
場合は、近医に紹介状を書いてもらい、総合病院を
受診しましょう。紹介状がない場合でも追加料金は
必要ですが受診は可能です。

歯科医師　山脇加奈子

第59回

家

族

会

認知症カフェ
だより
認知症カフェ
だより

～舌癌について～
第1弾第1弾

ーえ
め

い
す

ま
す ！

陽
光
の
家
で
は
二
ユ
ニ
ッ
ト
に
分
か

れ
、
季
節
折
々
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ

内
容
で
毎
月
二
回
お
や
つ
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
管
理
栄
養
士
中
心
に
行
っ
て
い

ま
す
。
例
え
ば
裏
庭
で
栽
培
し
た
さ
つ
ま

芋
を
収
穫
し
、
そ
の
さ
つ
ま
芋
で
ソ
フ
ト

ク
ッ
キ
ー
、
さ
つ
ま
芋
ケ
ー
キ
に
し
て
み

た
り
、
二
月
は
恵
方
巻
な
ら
ぬ
ク
レ
ー

プ
で
恵
方
巻
に
見
立
て
た
り
と
、
毎
月
の

お
や
つ
レ
ク
を
入
所
者
様
と
楽
し
ん
で

行
っ
て
い
ま
す
。
入
所
者
様
と
一
緒
に
作

る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
、
飾
り
つ
け
て
、
職

員
も
一
緒
に
お
や
つ
を
頂
き
、
毎
回
好

評
を
得
て
お
り
ま
す
。

利
用
者
の
方
か
ら
も
お
や
つ
を
作
っ
て
い

る
際
に
「
あ
ぁ
し
た
ら
え
ぇ
ん
よ
」
と
ア
ド

バ
イ
ス
を
頂
い
た
り
、「
次
の
お
や
つ
は
何

か
な
!?
」「
今
度
孫
と
一
緒
に
作
り
た
い

わ
」
と
意
欲
が
湧
く
よ
う
な
言
動
が
出
て

お
り
、
お
や
つ
レ
ク
を
通
し
て
利
用
者
の

方
々
の
笑
顔
を
見
る
こ
と
が
で
き
大
変
嬉

し
く
思
え
ま
す
。

陽
光
の
家
で
は
「
自
宅
と
同
じ
よ
う
に

生
活
す
る
」
こ
と
を
目
標
に
し
て
お
り
、
少

し
で
も
自
宅
で
生
活
し
て
い
た
頃
の
よ
う

な
事
が
出
来
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

メ
リ
ハ
リ
を
し
っ
か
り
と
つ
け
生
活
の
活
力

と
な
る
よ
う
に
日
々
支
援
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
今
後
も
楽
し
い
「
お
や
つ
レ

ク
」
と
な
り
ま
す
よ
う
乞
う
ご
期
待
!!

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
陽
光
の
家

　生
活
相
談
員

　佐
々
木

　雄
治

　

おやつレクを通して

み りーぁふ
光陽
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三
月
二
十
三
日
に
「
チ
ー
ム
で
支
え

る
！ 

ナ
カ
ム
ラ
病
院
の
専
門
職
、
紹
介

し
ま
す
」
と
題
し
て
、
第
五
十
九
回
家
族

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
二
部
構

成
と
し
、
前
半
は
当
法
人
の
専
門
職
よ

り
お
話
し
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
後
半
は

少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
で
テ
ー
ブ
ル
を
囲

み
、
座
談
会
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

当
法
人
で
は
日
頃
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

専
門
性
を
持
っ
た
職
種
が
協
力
し
な
が

ら
、
患
者
さ
ま
の
ケ
ア
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
は
、
看
護
師
、
介
護
福
祉
士
、

理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、
言
語
聴

覚
士
、
歯
科
衛
生
士
、
相
談
員
（
社
会

福
祉
士
・
精
神
保
健
福
祉
士
）
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
職
種
に
つ
い
て
、
資
格
の
違
い
や

配
属
、
業
務
内
容
、
そ
し
て
日
頃
患
者
さ

ま
、
ご
家
族
と
接
す
る
中
で
意
識
し
て
い

る
こ
と
な
ど
を
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

「
ど
ん
な
資
格
を
持
っ
て
い
る
の
か
？
」

「
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
る
の
か
？
」「
制

服
の
色
の
違
い
は
？
」
な
ど
多
く
の
ご
質

問
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
当
院
で
働
く

専
門
職
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、
よ
り
不
安
の
無
い
生
活
を
ご
提
供
い

た
し
ま
す
。

後
半
の
座
談
会
で
は
ご
家
族
自
身
の
介

護
体
験
や
介
護
の
楽
し
さ
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

す
る
コ
ツ
な
ど
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
職
員
も
参
加
し
、
ご
家
族
と
し
て
の

お
気
持
ち
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

前
半
は
二
十
六
名
、
座
談
会
に
は
十

九
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、「
多
職

種
が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
分
か
っ
た
」

「
座
談
会
も
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き

た
」
と
の
感
想
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

家
族
会
は
毎
年
三
月
頃
に
開
催
し
て

お
り
、
ご
家
族
の
み
な
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い

た
ご
意
見
を
参
考
に
、
テ
ー
マ
を
考
え
て

い
ま
す
。
今
後
も
ご
希
望
に
沿
っ
た
内
容

を
企
画
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ナ
カ
ム
ラ
病
院 

地
域
連
携
セ
ン
タ
ー

　河
村

　康
平

　

「
い
つ
ま
で
も
健
康
で
若
々
し
く
い

た
い
」、
誰
も
が
願
う
こ
と
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
近
年
健
康
志
向
の
高
ま

り
と
と
も
に
、
特
に
ヨ
ガ
は
女
性
を
中

心
と
し
て
空
前
の
盛
り
上
が
り
を
み
せ

て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

認
知
症
カ
フ
ェ
　
サ
ロ
ン
・
ド
・
フ
ァ

ミ
ー
ユ
で
は
、
先
頃
三
月
十
五
日
に
、

ヨ
ガ
ス
タ
ジ
オ
一
〇
三
代
表
の
金
井
富

枝
先
生
を
お
迎
え
し
、
ヨ
ガ
の
体
験
会

を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

題
し
て
『
ヨ
ガ
で
ア
ン
チ
エ
イ
ジ

ン
グ
』

「
せ
っ
か
く
の
機
会
だ
か
ら
皆
さ
ん

に
本
格
的
な
ヨ
ガ
を
体
験
し
て
も
ら
い

た
い
」、
当
日
は
金
井
先
生
た
っ
て
の

ご
要
望
で
、
開
店
以
来
は
じ
め
て
当
院

大
ホ
ー
ル
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

ま
ず
は
手
拍
子
を
打
ち
な
が
ら
笑
い

声
を
あ
げ
る〝
笑
い
ヨ
ガ
〞、
そ
し
て
、

様
々
な
ヨ
ガ
の
体
験
に
入
っ
て
い
き
ま

し
た
。
当
日
ご
来
店
の
皆
さ
ま
、
最
初

は
戸
惑
っ
て
お
ら
れ
る
ご
様
子
で
し
た

ナ
カ
ム
ラ
病
院

　臨
床
心
理
室

　厚
井

　真
一

が
、
金
井
先
生

の
リ
ー
ド
に

よ
り
、
時
間
と

と
も
に
会
場

は
熱
気
に
包

ま
れ
て
い
き

ま
し
た
。

後
半
は
照

明
を
落
と
し

て
の
瞑
想
タ

イ
ム
。
皆
さ
ま

「
体
が
す
っ
き

り
し
た
」、「
ま

た
開
催
し
て

ほ
し
い
」
等
々

コ
メ
ン
ト
さ

れ
、
大
好
評
の
う
ち
に
お
開
き
と
な
り

ま
し
た
。

我
が
国
に
お
け
る
ヨ
ガ
人
口
は
、
一

説
に
は
男
女
比
お
よ
そ
一
対
九
、
圧
倒

的
に
女
性
が
多
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

当
日
来
店
さ
れ
た
男
性
の
皆
さ
ま
も
、

当
初
「
我
関
せ
ず
」
と
い
っ
た
趣
で
会

場
後
方
に
座
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、

金
井
先
生
の
リ
ー
ド
と
会
場
の
熱
気
に

後
押
し
さ
れ
た
の
か
、
次
第
に
中
へ
入

り
熱
心
に
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
っ
た
お
姿
が
と
て
も
印
象
的
で
し

た
。「
き
っ
か
け
ひ
と
つ
で
、
男
性
も
ヨ

ガ
に
夢
中
に
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
」、

そ
ん
な
感
想
を
も
っ
た
一
日
で
し
た
。

寒
い
時
期
も
過
ぎ
、
春
の
香
り
に
心

弾
ま
せ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
ま
い

え
で
は
、
毎
月
季
節
に
ち
な
ん
だ
行
事

や
バ
イ
キ
ン
グ
形
式
の
食
事
な
ど
開
催

し
て
お
り
、
そ
の
様
子
な
ど
を
Ｃ
＆
Ｃ

に
定
期
的
に
連
載
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
ま
い
え
の
名
づ
け
の
き
っ
か
け

に
も
な
っ
た
「
ま
い
（
前
）
え
ー
す
す

め
！
」
を
連
載
名
と
し
、
今
回
第
一
弾

を
お
送
り
し
ま
す
。

三
月
と
い
え
ば
「
ひ
な
祭
り
」
で
す

ね
。「
♪
灯
り
を
つ
け
ま
し
ょ
。
ぼ
ん

ぼ
り
に
〜
♪
」
わ
く
わ
く
し
な
が
ら
七

段
飾
り
を
利
用
者
さ
ま
と
一
緒
に
飾
り

付
け
、
ひ
な
祭
り
を
開
催
し
ま
し
た
。

ゲ
ー
ム
を
し
な
が
ら
昔
話
。「
娘
の
成

長
を
願
い
な
が
ら
、
ば
ら
寿
司
や
甘
酒
を

作
っ
て
お
祝
い
し
た
ね
〜
」
ひ
な
あ
ら
れ

と
甘
酒
で
は
な
い
け
れ
ど
、
お
菓
子
と

コ
ー
ヒ
ー
を
味
わ
い
な
が
ら
楽
し
い
ひ
と

時
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　介
護
老
人
保
健
施
設

　ま
い
え

看
護
部
長

　木
原
久
美
子

　

先日、堀ちえみさんが公表された舌癌は、突然症
状として現れます。明らかな原因は不明ですが、熱
い物、辛い物が嗜好であったり、歯並びの不正で舌
に長年歯があたっている等、いずれも粘膜への慢性
的刺激が関係していると考えられています。完全な
予防策はないため、早期発見が重要です。
報道では、口内炎との区別が難しいとされていま

したが、口内炎以外にも白板症、扁平苔癬という病
変等とも鑑別する必要があります。そのためには、
総合病院の口腔外科や耳鼻科で細胞採取を行い、
調べてもらわなければなりません。異常に気づいた
場合は、近医に紹介状を書いてもらい、総合病院を
受診しましょう。紹介状がない場合でも追加料金は
必要ですが受診は可能です。

歯科医師　山脇加奈子

第59回

家

族

会

認知症カフェ
だより
認知症カフェ
だより

～舌癌について～
第1弾第1弾

ーえ
め

い
す

ま
す ！

陽
光
の
家
で
は
二
ユ
ニ
ッ
ト
に
分
か

れ
、
季
節
折
々
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ

内
容
で
毎
月
二
回
お
や
つ
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
管
理
栄
養
士
中
心
に
行
っ
て
い

ま
す
。
例
え
ば
裏
庭
で
栽
培
し
た
さ
つ
ま

芋
を
収
穫
し
、
そ
の
さ
つ
ま
芋
で
ソ
フ
ト

ク
ッ
キ
ー
、
さ
つ
ま
芋
ケ
ー
キ
に
し
て
み

た
り
、
二
月
は
恵
方
巻
な
ら
ぬ
ク
レ
ー

プ
で
恵
方
巻
に
見
立
て
た
り
と
、
毎
月
の

お
や
つ
レ
ク
を
入
所
者
様
と
楽
し
ん
で

行
っ
て
い
ま
す
。
入
所
者
様
と
一
緒
に
作

る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
、
飾
り
つ
け
て
、
職

員
も
一
緒
に
お
や
つ
を
頂
き
、
毎
回
好

評
を
得
て
お
り
ま
す
。

利
用
者
の
方
か
ら
も
お
や
つ
を
作
っ
て
い

る
際
に
「
あ
ぁ
し
た
ら
え
ぇ
ん
よ
」
と
ア
ド

バ
イ
ス
を
頂
い
た
り
、「
次
の
お
や
つ
は
何

か
な
!?
」「
今
度
孫
と
一
緒
に
作
り
た
い

わ
」
と
意
欲
が
湧
く
よ
う
な
言
動
が
出
て

お
り
、
お
や
つ
レ
ク
を
通
し
て
利
用
者
の

方
々
の
笑
顔
を
見
る
こ
と
が
で
き
大
変
嬉

し
く
思
え
ま
す
。

陽
光
の
家
で
は
「
自
宅
と
同
じ
よ
う
に

生
活
す
る
」
こ
と
を
目
標
に
し
て
お
り
、
少

し
で
も
自
宅
で
生
活
し
て
い
た
頃
の
よ
う

な
事
が
出
来
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

メ
リ
ハ
リ
を
し
っ
か
り
と
つ
け
生
活
の
活
力

と
な
る
よ
う
に
日
々
支
援
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
今
後
も
楽
し
い
「
お
や
つ
レ

ク
」
と
な
り
ま
す
よ
う
乞
う
ご
期
待
!!

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
陽
光
の
家

　生
活
相
談
員

　佐
々
木

　雄
治

　

おやつレクを通して

み りーぁふ
光陽
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平
成
最
後
の
年
と
な
り
ま
し
た
が
、

新
年
を
迎
え
、
一
月
十
九
日
に
今
年
度

初
の
病
棟
行
事
を
行
い
ま
し
た
。

お
正
月
の
雰
囲
気
を
感
じ
ら
れ
る
よ

う
正
月
に
ち
な
ん
だ
音
楽
を
流
し
、
書

初
め
と
福
笑
い
を
同
時
進
行
で
行
い
ま

し
た
。
福
笑
い
は
、
患
者
様
一
人
ず
つ

前
に
出
て
頂
き
、
目
隠
し
を
し
て
お
た

ふ
く
の
顔
を
作
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

普
段
、
活
動
自
体
に
参
加
さ
れ
な
い
方

も
賑
や
か
な
声
に
誘
わ
れ
参
加
さ
れ
た

り
、
発
言
の
少
な
い
方
も
「
違
う
違
う
、

そ
こ
じ
ゃ
な
い
。」
な
ど
と
大
声
で
参

加
さ
れ
る
場
面
を
見
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
沢
山
の
患
者
様
の
声
が

ホ
ー
ル
に
響
き
渡
り
、
普
段
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
と
は
違
っ
た
、
明
る
く
元

気
な
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

書
初
め
で
は
、
お
正
月
や
冬
に
ち
な

ん
だ
言
葉
を
見
本
を
見
な
が
ら
書
か
れ

た
り
、
自
分
の
好
き
な
言
葉
を
各
々
書

か
れ
て
い
ま
し
た
。

病
棟
ス
タ
ッ
フ
を
は
じ
め
、
患
者
様

ひ
と
り
ひ
と
り
、
良
い
一
年
の
ス
タ
ー

ト
が
出
来
ま
し
た
。

　ナ
カ
ム
ラ
病
院

　Ｂ
７
病
棟

科
長

　田
中

　清
美

　

行
事
だより

接遇研修（平成30年2月）

医療安全研修（3月）

ノロウイルス吐物処理研修（平成30年10月）

新入職員研修（4月）

行動制限研修（3月
）

研修委員会では毎年さまざまな院内研修を企画してい
ます。ここでは昨年度行った院内研修をご報告致します。

新入職員研修¡4月

ノロウイルス・インフルエンザ対策
防犯講習
腰痛予防について

¡
¡
¡

10月

パーソンセンタードケアについて
第26回日本慢性期医療学会報告会
第29回全国介護老人保健施設大会報告会
認知機能検査と回想法について
ノロウイルス吐物処理手順

¡
¡
¡
¡
¡

11月

院外研修報告会
歯科関連異物の誤飲・誤嚥について
標準予防策・手指衛生について

¡
¡
¡

12月

認知症の理解¡2月

褥瘡について
医療安全について

¡
¡

1月

高齢者に多い口腔粘膜疾患について
医療安全について
行動制限について
接遇研修
インフルエンザについて

¡
¡
¡
¡
¡

3月

抜歯禁忌症について
看護記録について
輸血・血液管理について

¡
¡
¡

交通安全について
災害への対応について
座位姿勢と車いすについて

¡
¡
¡

5月

薬剤の管理について
施設内感染・安全衛生について
介護保険について
個人情報について

¡
¡
¡
¡

7月

6月

禁煙について
NST研修
退院支援に関する研修
輸液ポンプ・リスクマネジメントについて

¡
¡
¡
¡

8月

第29回全国介護老人保健施設大会リハーサル
第26回日本慢性期医療学会リハーサル
食事について
吸引について
普通救命講習Ⅰ

¡
¡
¡
¡
¡

9月
※上記以外にも「考課者研修」「研究発表会」「症例検討会」「嚥
下体操について」を定期的に行っています。

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

新春A3病棟初詣（A3）

初詣（つぼい）

2019年 初詣、新年会（まいえ1）

初詣、絵馬作り（まいえ2）

書初め（B7）

鏡開き（つぼい）

新春カルタ取り（にぎや家）

フルーツバイキング（まいえ2）

新年「カルタ大会」（B5）

昼食バイキング（まいえ1）

新春を喜ぶ会（B6）

ボランティア・売店（陽光の家）

法話会【最廣寺】（陽光の家）

新春A3病棟初詣（A3）

初詣（つぼい）

2019年 初詣、新年会（まいえ1）

初詣、絵馬作り（まいえ2）

書初め（B7）

鏡開き（つぼい）

新春カルタ取り（にぎや家）

フルーツバイキング（まいえ2）

新年「カルタ大会」（B5）

昼食バイキング（まいえ1）

新春を喜ぶ会（B6）

ボランティア・売店（陽光の家）

法話会【最廣寺】（陽光の家）

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

巻き寿司作り（つぼい）

節分（B5・A3・まいえ2）

節分鬼退治（まいえ1）

節分ゲーム大会（にぎや家）

映画鑑賞（B7）

ケーキバイキング（まいえ1・まいえ2）

節分豆まき（B6）

ボランティア・売店（陽光の家）

法話会【法專寺】（陽光の家）

巻き寿司作り（つぼい）

節分（B5・A3・まいえ2）

節分鬼退治（まいえ1）

節分ゲーム大会（にぎや家）

映画鑑賞（B7）

ケーキバイキング（まいえ1・まいえ2）

節分豆まき（B6）

ボランティア・売店（陽光の家）

法話会【法專寺】（陽光の家）

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

ひな祭り（A3・B5・B6・B7・まいえ1）

春祭り、カルタ大会（まいえ2）

ひな祭りの寿司作り（にぎや家）

三次人形（つぼい）

フルーツバイキング（まいえ1）

昼食バイキング（まいえ2）

法話会（リハビリ）

ボランティア・売店（陽光の家）

法話会【光西寺】（陽光の家）

ひな祭り（A3・B5・B6・B7・まいえ1）

春祭り、カルタ大会（まいえ2）

ひな祭りの寿司作り（にぎや家）

三次人形（つぼい）

フルーツバイキング（まいえ1）

昼食バイキング（まいえ2）

法話会（リハビリ）

ボランティア・売店（陽光の家）

法話会【光西寺】（陽光の家）

1月 2月 3月

いき
いき

平成30年度平成30年度 院内研修報告院内研修報告

いきいき行事ダイジェスト
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平
成
最
後
の
年
と
な
り
ま
し
た
が
、

新
年
を
迎
え
、
一
月
十
九
日
に
今
年
度

初
の
病
棟
行
事
を
行
い
ま
し
た
。

お
正
月
の
雰
囲
気
を
感
じ
ら
れ
る
よ

う
正
月
に
ち
な
ん
だ
音
楽
を
流
し
、
書

初
め
と
福
笑
い
を
同
時
進
行
で
行
い
ま

し
た
。
福
笑
い
は
、
患
者
様
一
人
ず
つ

前
に
出
て
頂
き
、
目
隠
し
を
し
て
お
た

ふ
く
の
顔
を
作
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

普
段
、
活
動
自
体
に
参
加
さ
れ
な
い
方

も
賑
や
か
な
声
に
誘
わ
れ
参
加
さ
れ
た

り
、
発
言
の
少
な
い
方
も
「
違
う
違
う
、

そ
こ
じ
ゃ
な
い
。」
な
ど
と
大
声
で
参

加
さ
れ
る
場
面
を
見
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
沢
山
の
患
者
様
の
声
が

ホ
ー
ル
に
響
き
渡
り
、
普
段
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
と
は
違
っ
た
、
明
る
く
元

気
な
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

書
初
め
で
は
、
お
正
月
や
冬
に
ち
な

ん
だ
言
葉
を
見
本
を
見
な
が
ら
書
か
れ

た
り
、
自
分
の
好
き
な
言
葉
を
各
々
書

か
れ
て
い
ま
し
た
。

病
棟
ス
タ
ッ
フ
を
は
じ
め
、
患
者
様

ひ
と
り
ひ
と
り
、
良
い
一
年
の
ス
タ
ー

ト
が
出
来
ま
し
た
。

　ナ
カ
ム
ラ
病
院

　Ｂ
７
病
棟

科
長

　田
中

　清
美

　

行
事
だより

接遇研修（平成30年2月）

医療安全研修（3月）

ノロウイルス吐物処理研修（平成30年10月）

新入職員研修（4月）

行動制限研修（3月
）

研修委員会では毎年さまざまな院内研修を企画してい
ます。ここでは昨年度行った院内研修をご報告致します。

新入職員研修¡4月

ノロウイルス・インフルエンザ対策
防犯講習
腰痛予防について

¡
¡
¡

10月

パーソンセンタードケアについて
第26回日本慢性期医療学会報告会
第29回全国介護老人保健施設大会報告会
認知機能検査と回想法について
ノロウイルス吐物処理手順

¡
¡
¡
¡
¡

11月

院外研修報告会
歯科関連異物の誤飲・誤嚥について
標準予防策・手指衛生について

¡
¡
¡

12月

認知症の理解¡2月

褥瘡について
医療安全について

¡
¡

1月

高齢者に多い口腔粘膜疾患について
医療安全について
行動制限について
接遇研修
インフルエンザについて

¡
¡
¡
¡
¡

3月

抜歯禁忌症について
看護記録について
輸血・血液管理について

¡
¡
¡

交通安全について
災害への対応について
座位姿勢と車いすについて

¡
¡
¡

5月

薬剤の管理について
施設内感染・安全衛生について
介護保険について
個人情報について

¡
¡
¡
¡

7月

6月

禁煙について
NST研修
退院支援に関する研修
輸液ポンプ・リスクマネジメントについて

¡
¡
¡
¡

8月

第29回全国介護老人保健施設大会リハーサル
第26回日本慢性期医療学会リハーサル
食事について
吸引について
普通救命講習Ⅰ

¡
¡
¡
¡
¡

9月
※上記以外にも「考課者研修」「研究発表会」「症例検討会」「嚥
下体操について」を定期的に行っています。

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

新春A3病棟初詣（A3）

初詣（つぼい）

2019年 初詣、新年会（まいえ1）

初詣、絵馬作り（まいえ2）

書初め（B7）

鏡開き（つぼい）

新春カルタ取り（にぎや家）

フルーツバイキング（まいえ2）

新年「カルタ大会」（B5）

昼食バイキング（まいえ1）

新春を喜ぶ会（B6）

ボランティア・売店（陽光の家）

法話会【最廣寺】（陽光の家）

新春A3病棟初詣（A3）

初詣（つぼい）

2019年 初詣、新年会（まいえ1）

初詣、絵馬作り（まいえ2）

書初め（B7）

鏡開き（つぼい）

新春カルタ取り（にぎや家）

フルーツバイキング（まいえ2）

新年「カルタ大会」（B5）

昼食バイキング（まいえ1）

新春を喜ぶ会（B6）

ボランティア・売店（陽光の家）

法話会【最廣寺】（陽光の家）

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

巻き寿司作り（つぼい）

節分（B5・A3・まいえ2）

節分鬼退治（まいえ1）

節分ゲーム大会（にぎや家）

映画鑑賞（B7）

ケーキバイキング（まいえ1・まいえ2）

節分豆まき（B6）

ボランティア・売店（陽光の家）

法話会【法專寺】（陽光の家）

巻き寿司作り（つぼい）

節分（B5・A3・まいえ2）

節分鬼退治（まいえ1）

節分ゲーム大会（にぎや家）

映画鑑賞（B7）

ケーキバイキング（まいえ1・まいえ2）

節分豆まき（B6）

ボランティア・売店（陽光の家）

法話会【法專寺】（陽光の家）

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

ひな祭り（A3・B5・B6・B7・まいえ1）

春祭り、カルタ大会（まいえ2）

ひな祭りの寿司作り（にぎや家）

三次人形（つぼい）

フルーツバイキング（まいえ1）

昼食バイキング（まいえ2）

法話会（リハビリ）

ボランティア・売店（陽光の家）

法話会【光西寺】（陽光の家）

ひな祭り（A3・B5・B6・B7・まいえ1）

春祭り、カルタ大会（まいえ2）

ひな祭りの寿司作り（にぎや家）

三次人形（つぼい）

フルーツバイキング（まいえ1）

昼食バイキング（まいえ2）

法話会（リハビリ）

ボランティア・売店（陽光の家）

法話会【光西寺】（陽光の家）

1月 2月 3月

いき
いき

平成30年度平成30年度 院内研修報告院内研修報告

いきいき行事ダイジェスト
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第72号

第23号

第6号

第2号

創刊号

介護福祉士 梅田　武也　 中野　準哉　 溝手　杏子
渡邉　淑子

認知症ケア専門士 木峰　美穂　 古田　広子

准 看 護 師 田中壮一郎

看  護  師 大田美穂子　 原田　美和　 宮本　紫織
森田美也子

四
月
に
な
り
、
病
院
前
の
桜
の
花
も

美
し
い
ピ
ン
ク
色
に
染
ま
り
、
み
な
さ

ん
の
新
し
い
一
歩
を
お
祝
い
し
て
い

ま
す
ね
。

今
年
は
平
成
と
い
う
時
代
が
終
わ

り
、
令
和
と
い
う
新
し
い
時
代
が
始
ま

り
ま
し
た
。
振
り
返
れ
ば
、
色
々
な
出

来
事
が
あ
り
ま
し
た
ね
。
み
な
さ
ん
に

と
っ
て
平
成
と
は
ど
ん
な
時
代
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
？ 

一
つ
の
時
代
が

終
わ
る
と
い
う
の
は
少
し
寂
し
さ
も

感
じ
ま
す
が
、
目
標
を
新
た
に
新
し
い

時
代
の
は
じ
ま
り
を
楽
し
み
に
し
た

い
も
の
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　（
Ｈ
）

お
か
げ
さ
ま
で

Ｃ
＆
Ｃ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
第100号

C&C の 歴史
1993年 春
創刊号

1994年 秋
第６号
1999年 6月
第22号
1999年 8月
第23号
2012年 4月
第72号
2018年 4月
第96号

B4版の1色刷り
全8ページの季刊誌と
してスタート
文字の色が黒から濃紺に
マイナーモデルチェンジ
病院20周年記念号全48
ページの冊子版
A4版 2色刷りにフルモ
デルチェンジ
ロゴマーク変更

表紙カラー刷りに変更

今年は15名の
新しい仲間が就職しました

第一展示
コーナー

第二展示
コーナー

4月下旬　5月上旬　敏子さま 作品展
4月下旬　6月上旬　お散歩カメラ展  ―イタリア編―
　　　　　　　  　　 　　　　撮影・岡田 文博
6月中旬　7月下旬　笑顔の配達人 中原 晶大
　　　　　　　   　～癒やしと優しさの絵画展～
4月下旬　5月下旬　五日市高等学校 美術部・書道部 作品展
6月中旬　7月下旬　笑顔の配達人 中原 晶大
　　　　　　　   　～癒やしと優しさの絵画展～

4月　 7月2019年

詳細は　　　TEL 082-923-8333（担当・中田）

● ギャラリー使用料 無料

● 作品展示・撤去 原則使用者負担

● マスコミへの情報提供、チラシ制作費（上限有） 当方負担

病院内の美術ギャラリーで患者さまや地域の皆さまに喜んでい
ただける美術作品展の事業をすすめております。
「自分の描いた作品や写真などを患者さまのために…」と思われ
る方は美術ボランティア作家として、この企画に参加ください。

※シリーズ「看取りについて  第4回」は次号に掲載いたします。

ギャラリーで作品展をしてみませんかギャラリーで作品展をしてみませんか

働きながら勉強し、見事に資格を取った職員の方々です。
おめでとうございます。

祝！ 合格祝！ 合格
編
　集
　後
　記

　令和元年（2019年）5月100

100

〒731-5142 広島市佐伯区坪井三丁目818-1
Tel.082-923-8333㈹ http://www.pia-gr.or.jp/

発行所 
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医療法人ピーアイエー

特別養護老人ホーム

介護老人保健施設

グループホーム


